
萩
　
大
輔
教
授
略
歴

大
正
三
年
四
月
八
日

昭
和
九
年
三
月

同同同同同同同
一
三
年
三
月

二
三
年
三
月

二
五
年
四
月

二
七
年
八
月

三
〇
年
一
月

三
七
年
四
月

四
〇
年
四
月

同
　
四
二
年
四
月

同
　
五
四
年
四
月

同
　
五
五
年
四
月

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
樋
脇
町
塔
之
原
三
七
二

に
出
生

東
京
高
等
学
校
文
科
甲
類
卒
業

東
京
帝
国
大
学
法
学
部
法
津
学
科
卒
業

鹿
児
島
県
樋
脇
中
学
校
教
諭

鹿
児
島
県
樋
脇
高
等
学
校
教
諭

鹿
児
島
大
学
助
手
文
理
学
部

鹿
児
島
大
学
講
師
文
理
学
部
に
昇
任

鹿
児
島
大
学
助
教
授
文
理
学
部
に
昇
任

鹿
児
島
大
学
助
教
授
法
文
学
部
（
民
事
訴

訟
法
）

鹿
児
島
大
学
教
授
法
文
学
部
（
民
事
訴
訟

法
）
に
昇
任

鹿
児
島
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長

停
年
に
よ
り
退
職
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業
　
　
績
　
　
目

e
　
著
書

　
　
今
日
の
法
学
　
現
代
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
出
版
会
　
昭
和
四
四

　
　
年

⇔
　
論
文

　
ω
　
民
事
裁
判
の
基
準
と
し
て
の
条
理
に
つ
い
て
　
鹿
児
島
大

　
　
　
学
文
理
学
部
「
社
会
科
報
告
」
第
｝
号
昭
和
二
九
年

　
ω
　
判
決
と
権
利
　
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
「
社
会
科
報
告
」

　
　
　
第
二
号
　
昭
和
三
〇
年

　
㈲
　
経
験
則
違
背
は
上
告
理
由
と
な
る
か
　
鹿
児
島
大
学
文
理

　
　
　
学
部
「
社
会
科
報
告
」
第
三
号
　
昭
麹
三
年

　
㈲
　
裁
判
批
判
に
つ
い
て
　
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
「
社
会
科

　
　
　
報
告
」
第
四
号
　
昭
和
三
二
年

　
㈲
　
優
先
権
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
金
銭
債
権
の
転
付
命
令

　
　
　
鹿
児
島
大
学
文
理
学
部
「
社
会
科
報
告
」
第
五
号
　
昭
和

　
　
　
三
三
年

⑥
　
登
記
の
推
定
力
と
占
有
の
推
定
力
　
鹿
児
島
大
学
文
理
学

　
　
　
部
「
社
会
科
報
告
」
第
七
号
　
昭
和
三
五
年

録

（1勿　　（11）　　（1①　　（9）　　（8）　（7）（鋤　　　（1⑤

自
由
と
慣
習
　
　
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
続
判
例
百
選
」
　
昭

和
三
五
年

『
ヶ
ー
ス
ブ
ッ
ク
民
事
訴
訟
法
』
　
有
信
堂
　
昭
和
三
六

年頼
母
子
講
の
当
事
老
能
力
　
　
「
法
学
協
会
雑
誌
」
第
七
九

巻
三
号
　
昭
和
三
七
年

法
定
代
理
人
と
訴
訟
代
理
人
の
対
比
　
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス

ト
法
学
教
室
6
」
　
昭
和
三
八
年

ケ
ー
ゼ
ル
の
ア
ス
ト
ラ
ソ
ト
ω
　
鹿
児
島
大
学
文
理
部

「
社
会
科
学
報
告
」
第
こ
号
　
昭
和
三
九
年

自
由
と
慣
習
、
判
決
の
成
立
期
、
受
継
申
立
を
す
べ
ぎ
裁

判
所
　
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
驚
事
訴
訟
法
判
例
百
選
」

昭
和
四
〇
年

ケ
ー
ゼ
ル
の
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
ω
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

「
法
学
論
集
」
第
一
号
　
昭
和
四
〇
年

遺
言
者
生
前
の
遺
言
無
効
確
認
の
訴
の
適
否
　
「
別
冊
ジ

ュ
リ
ス
ト
家
族
法
判
例
百
選
」
　
昭
和
四
二
年
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（1⑤（1⑤（1の（周（1㊥㈲⑫1）⑳

双
務
契
約
の
立
証
責
任
　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
「
法
学

論
集
」
第
三
号
　
昭
和
四
二
年

仏
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
ω
　
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
「
法
学
論
集
」
第
四
号
　
昭
和
四
三
年

仏
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ン
ト
に
つ
い
て
⑧
　
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
「
法
学
論
集
」
第
五
号
　
昭
和
四
四
年

不
当
な
確
定
判
決
に
基
づ
く
強
制
執
行
と
不
法
行
為
の
成

否
　
「
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
昭
和
四
四
年
度
重
要
判
例
解
説
」

昭
和
四
五
年

仏
法
に
お
け
る
ア
ス
ト
ラ
ソ
ト
に
つ
い
て
㈲
　
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
「
法
学
論
集
」
第
八
号
　
昭
和
四
五
年

肪
爵
Φ
B
震
浮
日
Φ
一
p
ピ
．
鼠
α
Q
『
一
窪
①
江
麟
一
〇
臓
讐
⑦

号
富
冒
駐
鷺
＆
Φ
臼
8
窪
臼
讐
一
R
①
α
、
鋤
弩
o
一
艮
Φ
ω

「
民
事
訴
訟
雑
誌
」
第
一
七
号
昭
和
四
六
年

判
決
の
成
立
、
判
決
の
言
渡
方
式
　
「
別
冊
法
学
セ
ミ
ナ

ー
基
本
法
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
民
事
訴
訟
法
」
　
昭
和
四
七

年遺
言
者
生
前
の
遺
言
無
効
確
認
の
訴
と
確
認
の
利
益

「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
）
」
　
昭
和

（2⑤團㈲
（26）（27）⑫8）（2⑦㈹

四
八
年

証
人
と
鑑
定
人
　
『
演
習
民
事
訴
訟
法
（
上
）
』
　
青
林
書

院
新
社
　
昭
和
四
八
年

手
形
異
議
訴
訟
　
『
演
習
民
事
訴
訟
法
（
下
V
』
　
青
林
書

院
新
社
　
昭
和
四
八
年

贈
写
と
否
認
　
　
『
演
習
破
産
法
』
　
青
林
書
院
新
社
　
昭

和
四
八
年

遺
言
者
生
前
の
遺
言
無
効
確
認
の
訴
と
確
認
の
利
益

「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
家
族
法
判
例
百
選
（
新
版
・
増
補
）
」

昭
和
五
〇
年

法
律
上
の
推
定
、
文
書
提
出
命
令
、
訴
の
単
純
併
合
、
再

審
『
民
事
訴
訟
法
の
基
礎
（
入
門
編
）
』
青
林
書
院
新

社
　
昭
和
五
〇
年

和
議
債
権
に
よ
る
認
可
後
の
相
殺
　
「
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト

倒
産
判
例
百
選
」
　
昭
和
五
一
年

訴
訟
能
力
の
欠
歓
の
訴
訟
法
上
の
効
果
　
　
「
ジ
ュ
リ
ス
ト

増
刊
民
事
訴
訟
法
の
争
点
」
　
昭
和
五
四
年

未
成
年
者
の
訴
訟
上
の
地
位
、
訴
訟
能
力
と
弁
論
能
力
の

差
異
　
　
「
別
冊
法
学
セ
、
・
・
ナ
ー
民
事
訴
訟
法
」
　
昭
和
五
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㈱　　　㈹　　　⑳

　
五
年

船
舶
に
対
す
る
強
制
執
行
　
『
講
義
民
事
執
行
法
』
　
青

林
書
院
新
社
　
昭
和
五
六
年

無
権
代
理
人
が
し
た
訴
訟
行
為
の
一
部
（
控
訴
提
起
行
為
）

追
認
の
可
否
　
「
法
学
教
室
」
第
五
号
　
昭
和
五
六
年

判
決
の
成
立
、
判
決
の
言
渡
方
式
、
言
渡
期
日
　
「
別
冊

法
学
セ
ミ
ナ
ー
基
本
法
コ
ソ
メ
ソ
タ
ー
ル
新
版
民
事
訴
訟

法
」
　
昭
和
五
六
年
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